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8月号

７月の出来事
●時事
  1日  牛の生レバーの飲食店での提供禁止
　　   路線価3年連続で下落
  6日  結核の集団感染、山梨県で15人
11日  九州北部豪雨で甚大な被害
　　   熱中症の被害相次ぐ
●山梨県中央会ニュース
  7日  関東ブロック青年中央会代表者会議
10日  労務改善団体連合会平成24年度通常総会
13日  事務連絡協議会平成24年度通常総会
18日  関東甲信越静ブロック中央会会長会議
26日  食品産業協議会平成24年度通常総会
27日  第5回正副会長会議
８月の予定
24日  第2回やまなし中小企業合同就職説明会

１面　各県代表等が意見交換
３面　厳しさ続く県内業況（６月報告）
４・５面　組合の事業・イベントを紹介
８面　中央会の新体制（組織図）

今月の見どころ

　当
日
は
、全
国
中
央
会
の
眞
鍋

隆
専
務
理
事
が
司
会
者
と
な
り
、

鶴
田
欣
也
会
長
が
主
催
者
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。来
賓
と
し
て
出
席

し
た
鈴
木
正
徳
中
小
企
業
庁
長

官
は
、「
新
連
携
は
、や
や
も
す
る

と
新
商
品
の
意
味
に
と
ら
え
が
ち

だ
が
、実
は
新
た
な
事
業
活
動
の

連
携
で
あ
る
。中
小
企
業
の
事
業

活
動
を
促
進
す
る
た
め
今
年
度
は

あ
ら
た
め
て
新
連
携
を
推
進
す

る
。」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　セ
ミ
ナ
ー
は
、二
部
で
構
成
さ

れ
、第
１
部
は
「
中
央
会
の
活
性

化
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、５

県
の
中
央
会
か
ら
意
見
発
表
が

さ
れ
た
。ま
ず
は
、震
災
復
興
に

関
し
て
、今
野
宮
城
県
中
央
会
会

長
が
「
中
央
会
の
絆
に
よ
る
被
災

地
の
復
旧・復
興
に
つ
い
て
」
、内

池
福
島
県
中
央
会
会
長
が
「〝
in 

F
u
k
u
s
h
i
m
a
宣
言
〞後

の
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い

て
」
、正
木
福
岡
県
中
央
会
会
長

が
「
被
災
地
支
援
の
継
続
に
向
け

て
」
と
題
し
た
発
表
が
さ
れ
た
。

続
い
て
、中
央
会
の
活
性
化
に
向

け
て
、金
子
群
馬
県
中
央
会
会
長

が
「
私
の
実
践
中
央
会
活
性
化

論
」
、早
川
高
知
県
中
央
会
会
長

が
「
会
員
に
喜
ば
れ
る
支
援
機
関

と
は
」
と
題
し
た
発
表
が
さ
れ

た
。前
半
の
震
災
復
興
で
は
、宮

城
県
は
「
電
気
・
道
路
・
鉄
道
等

の
イ
ン
フ
ラ
並
び
に
仮
設
住
宅
・

災
害
廃
棄
物
仮
置
場
等
の
生
活

衛
生
環
境
は
ほ
ぼ
整
い
つ
つ
あ
る

が
、農
地
・
畜
産
施
設
等
の
農
林

水
産
施
設
は
復
旧
率
５
割
以
下

で
、河
川
・
港
湾
等
の
土
木
施
設

の
本
格
復
旧
は
こ
れ
か
ら
」
等
の

報
告
が
さ
れ
た
。ま
た
、後
半
の

中
央
会
活
性
化
で
は
、群
馬
県
の

「
群
馬
県
中
小
企
業
憲
章
」
の
事

例
等
が
紹
介
さ
れ
た
。さ
ら
に
、参

加
各
県
中
央
会
会
長
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
後
、全
国
中
央
会
眞

鍋
専
務
は
「
人
口
の
減
少
と
中
小

企
業
の
数
も
減
少
し
て
い
る
現
状

に
あ
り
、ま
た
、福
島
に
は
未
だ
に

16
万
人
の
難
民
が
存
在
し
、震
災

復
興
は
遅
れ
て
い
る
。中
央
会

は
、①
中
央
会
間
の
情
報
等
を
生

か
し
な
が
ら
、中
央
会
職
員
の
人

材
力
を
高
め
、②
組
合
ブ
ラ
ン
ド

の
活
用
や
連
携
の
強
み
に
よ
る
組

合
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、③
理

念
を
持
ち
、覚
悟
を
持
っ
た
会
長

と
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
事
務
局
に

よ
る
行
動
」
を
と
し
て
意
見
を
締

め
た
。

　第
２
部
は
「
国
内
と
海
外
の
同

時
成
長
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

に
、討
議
に
先
立
ち
、来
賓
と
し
て

加
藤
洋
一
中
小
企
業
庁
事
業
環
境

部
長
が
祝
辞
を
述
べ
、守
山
宏
道

中
小
企
業
庁
国
際
室
長
が
「
中
小

企
業
の
海
外
展
開
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
話
が
さ
れ
た
後
、辻
岐

阜
県
中
央
会
会
長
か
ら
海
外
展

開
の
実
体
験
の
発
表
に
続
い
て
、

各
県
中
央
会
会
長
に
よ
る
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。守
山
国
際
室
長
は

講
話
の
中
で
、海
外
に
直
接
投
資

を
行
っ
て
い
る
企
業
の
国
内
従
業

者
数
は
増
加
し
て
お
り
、国
内
雇

用
を
維
持
す
る
た
め
に
も
中
小
企

業
の
海
外
展
開
は
必
要
と
述
べ

た
。ま
た
、辻
会
長
か
ら
は
、岐
阜

市
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議

へ
の
参
加
や
自
社
の
海
外
展
開
の

経
験
談
が
話
さ
れ
、各
県
会
長
の

意
見
交
換
が
さ
れ
た
後
、全
国
中

央
会
眞
鍋
専
務
か
ら
「
海
外
展
開

に
際
し
て
の
ト
ラ
ブ
ル
等
は
自
己

責
任
を
前
提
に
、①
政
府
や
ジ
ェ

ト
ロ
等
の
窓
口
や
支
援
策
を
活
用

し
、②
中
央
会
や
組
合
な
ど
の
組

織
が
目
標
を
持
っ
て
フ
ォ
ロ
ー
ま

で
の
支
援
を
行
い
、③
海
外
の
企

業
は
情
報
等
の
直
接
取
引
が
行
え

る
日
本
の
中
小
企
業
を
求
め
て
い

る
。１
人
の
企
業
で
も
海
外
展
開

の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
強

い
中
小
企
業
を
造
っ
て
行
く
」
と

し
た
意
見
で
締
め
ら
れ
た
。

　最
後
に
、
鶴
田
会
長
が
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
セ
ミ
ナ
ー
を
終

了
し
た
。

全
国
の
中
央
会
会
長
が
一
堂
に
会
し

中
小
企
業
団
体
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
さ
れ
る

　全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会（
会
長

　鶴
田
欣
也
）は
、７
月
11
日
東
京
「
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、中
小
企
業
団
体
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。こ
れ
は
、厳
し
い
経
済
環
境
に

あ
っ
て
、中
小
企
業
が
直
面
す
る
緊
急
の
課
題
等
に
つ
い
て
全
国
の
都
道
府
県
中
央
会
会
長
が
一

堂
に
会
し
、議
論
す
る
こ
と
で
、中
小
企
業
並
び
に
組
合
等
連
携
組
織
の
新
た
な
方
向
性
を
見
出

し
、支
援
し
て
行
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。
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ibukiネット環境と景気回復

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　平
素
は
、本
会
の
事
業
運
営
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　昨
年
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、日
本
経
済
は
大
変
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、欧
州
の
債
務
問
題

に
よ
る
空
前
の
円
高
、デ
フ
レ
の
進
行
、さ
ら
に
今
年
に
入
り
電
気
料
金
値
上
げ
や
消
費
税
の
引
き
上
げ
の
審
議

は
、低
迷
し
て
い
る
日
本
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、中
小
企
業
は
か
つ
て
な
い
厳
し
い
経

営
環
境
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で
、会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、よ
り
一
層
の
経
営
努
力
を
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、私
は
中
央
会
の
今
年
の
活
動
テ
ー
マ
を
「
居
安
思
危
」
と
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、平
時
の

中
に
あ
っ
て
も
、未
来
の
危
機
に
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
、と
い
う
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　厳
し
い
経
済
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、連
携
組
織
で
あ
る
組
合
は
、中
小
企
業
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

の
で
あ
り
ま
す
。本
会
は
、組
合
の
絆
の
力
に
よ
っ
て
困
難
に
立
ち
向
か
う
中
小
企
業
の
組
合
活
動
を
、さ
ら
に
力

強
く
支
援
し
て
い
く
所
存
あ
り
ま
す
。　会

員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、あ
ら
た
め
て
、組
合
の
活
動
を
再
認

識
さ
れ
、積
極
的
な
事
業
展
開
に
よ
り
、傘
下
会
員
企
業
の
皆
様
が
共
に
こ
の

困
難
な
時
代
を
乗
り
切
り
、発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　暑
さ
厳
し
い
折
で
す
が
、ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
　
　
　

会

　長

　
　内

　藤

　悦

　次

　

　先
日
、知
り
合
い
か
ら
フ
レ
ッ
ツ
光
の
「
に
ね
ん
割
」

は
、得
か
損
か
と
相
談
を
受
け
た
が
、即
答
に
困
っ
た
。

　な
ぜ
な
ら
ば
、現
在
の
一
般
家
庭
で
の
情
報
通
信
関

係
の
支
出
は
と
い
う
と
、新
聞
の
購
読
料
や
N
T
T
の

電
話
料
、テ
レ
ビ
で
は
N
H
K
の
受
信
料
を
は
じ
め
、

C
A
T
V
の
加
入
料
・
C
S
や
B
S
放
送
の
受
信
料
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
料
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
は
回
線
使
用
料
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
利
用
料
・
接

続
器
機
の
レ
ン
タ
ル
料
等
々
が
あ
り
、そ
れ
ら
を
個
別

契
約
、或
い
は
複
数
の
一
括
契
約
と
が
混
在
す
る
中
で

相
当
の
額
が
支
払
わ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、光
回
線
の
割
引
制
度
の
み
を
見
る
と
得

と
な
り
ま
す
が
、家
庭
で
の
情
報
通
信
関
係
の
支
出
を

見
直
す
と
、そ
れ
以
上
に
経
費
の
節
約
が
図
れ
る
方
法

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　と
こ
ろ
で
、相
談
を
受
け
た
私
自
身
の
情
報
ツ
ー
ル

の
活
用
は
と
い
う
と
、未
だ
に
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
使

用
で
止
ま
っ
た
ま
ま
で
、情
報
通
信
関
係
の
支
出
に
対

す
る
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
か
な
り
低
い
と
い
え

ま
す
。情
報
の
収
集
・
伝
達
手
段
が
、旧
来
の
新
聞
・テ
レ

ビ
の
報
道
や
電
話
・
手
紙
な
ど
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ユ
ー
ス

の
ツ
ー
ル
か
ら
、現
在
は
圧
倒
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

経
由
に
な
っ
て
お
り
、加
え
て
、パ
ソ
コ
ン
の
み
で
あ
っ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
、携
帯
電
話
や
テ
レ
ビ
、タ
ブ

レ
ッ
ト
P
C
、携
帯
ゲ
ー
ム
機
に
も
波
及
し
、さ
ら
に
は

音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
の
家
電
製
品

へ
と
拡
大
と
進
化
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。

　世
界
で
は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
が
重

要
な
役
割
を
果
た
し
、北
ア
フ
リ
カ
で
は
革
命
が
起
き
、

日
本
で
も
原
発
再
稼
働
反
対
の
抗
議
デ
モ
が
首
相
官
邸

前
で
行
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
世
情
に
影
響
を
及
ぼ
す
時
代
に
あ
っ
て
、家
庭
で

支
出
さ
れ
る
多
く
の
情
報
通
信
関
係
の
費
用
が
、景
気

回
復
に
直
接
効
果
が
現
れ
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
。我
が
家
の
子
供
た
ち
は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、ス
マ
ホ
で
ア
プ
リ
を
使
い
、音
楽
は
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
世
代
で
す
。日
常
生
活
で
も
ネ
ッ
ト
環
境
を

駆
使
す
る
世
代
が
社
会
人
と
な
っ
て
き
て
い
る
時
代
で

あ
り
、景
気
回
復
へ
の
効
果
を
期
待
し
た
い
。

　6月22日、「平成24年度中小企業者に関する国等の契約の方
針」が閣議決定されました。
「国等の契約の方針」は、中小企業者の受注の機会の増大を図る
ため、官公需法（「官公需についての中小企業者の受注の確保に
関する法律」（昭和41年法律第97号））に基づき、毎年度閣議決
定しているものです。平成24年度における国等の契約の方針に
おいて新たに講じられた主な措置は以下のとおりです。

1.中小企業の受注機会の増大のため
　新たに講じる主な措置

　（1）中小企業者の特性を踏まえた配慮措置
　小規模企業の特性を踏まえ、契約内容の履行の確保を行う観
点から、迅速な対応の可否等を総合評価落札方式の評価項目に
加えることが特に必要である場合は、これを十分考慮するよう努
める。

　（2）元請事業者が外注する際の地域中小企業者への配慮措置
　元請から先の下請、二次下請等の間での民民ベースの受発注
についても、以下の各点が確保されるよう、国等が広く周知する。
①地域の中小企業者の評価・活用及び適切な人件費等を確保す
ること
②外注する際、契約時に書面にて取引条件等を明確化すること

　（3）東日本大震災の被災地域等における中小企業者に対する
　　  配慮措置
①がれき処理等の役務における地域の中小企業者への評価・活用
　　がれき処理や道路清掃などの役務において、入札参加資格
での地域要件の設定や総合評価落札方式の評価項目に地域精
通度等を加点要素として加えることにより、地域の中小企業者
の活用を図る。
②役務及び工事等における実勢価格を踏まえた適切な予定価格
の作成
　　被災地域における入札不調を防止するため、人件費、原材料
費が高騰する場合においても、その実勢価格を踏まえ適切な予
定価格の作成を行うこととする。

　（4）ダンピング防止対策
①ダンピング防止についての周知
　　入札参加側の企業等に向けて、ダンピング防止の重要性
を周知する。
②人件費が明記された入札価格内訳書の徴収の徹底
　　人件費比率の高い役務業務で低価格入札が行われた場
合、ダンピング入札となっていないか、人件費を中心に入念
にチェックする。

　（5）その他
①知的財産権の取り扱いの書面による明確化
　　著作権等の知的財産権を含む契約において、受注企業に
帰属する知的財産権を保護するため、受発注者間でその取
り扱いを書面にて明確にする。

2.中小企業者向け契約目標 

　平成24年度における国等の中小企業者向け契約目標金額：
約3兆8,312億円（目標率56.3%）

●参考:平成23年度の契約実績
　中小企業者向け契約実績額　約3兆6,256億円
　（契約比率：52.7%）

「
平
成
24
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
方
針
」の
ポ
イ
ン
ト

「
平
成
24
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
方
針
」の
ポ
イ
ン
ト
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2012年6月 2012年6月2012年6月

データから見た業界の動き（平成24年6月分）
収益状況
2011年6月

景況感
2011年6月

売上高
2011年6月

　　本県の6月の景況は、全業種のDI値が、売上高－
12（前年同月比＋24）、収益状況－24（前年同月比 ＋
20）、景況感－26（前年同月比＋10）となった。業種別
のDI値では製造業で、売上高－5（前年同月比＋35）、
収益状況は－20（前年同月比＋20）、景況感は－15
（前年同月比＋25）。非製造業で、売上高－17（前年同
月＋16）、収益状況－27（前年同月比＋20）、景況感
－33（前年同月比±0）となり、非製造業の景況感DI
値が不変であった以外は、全ての項目でポイントは改
善傾向にある。
　一方、前月比のDI値全体では、景況感は変化がない
ものの、売上高で－14、収益状況では－4ポイントの
悪化となった。
　業種別前月比では、製造業で、売上高が－5ポイン
トと悪化したが、収益状況は＋15、景況感で＋5とポ
イントを改善させている。非製造業では、売上高で－
20、収益状況－17、景況感－3と全てでポイントを下
げている。
　情報連絡員による県内各業界の6月景況は、製造
業、非製造業ともに、今後の業況悪化などの先行きを
不安視する報告が目立っており、その背景には、円高
や電気料金値上げなどを要因とする収益の確保難に
加え、消費税増税が議論される中で、さらなる消費マ
インドの低下が懸念材料となっていることが挙げら
れ、日本経済の先行き不透明感を強めている。
　情報連絡員からの業況報告でも、「業況が悪い中で
不変・横ばい」「今後の仕事量・受注の減少が見込まれ
る」など、厳しいものが多く、現在、中小企業が直面す
る厳しい経営実態を反映している。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　当
業
界
で
は
、温
泉
や
地
下
水
の
掘
削
な
ど
の
ボ
ー
リ
ン
グ

工
事
と
土
木
工
事
に
先
立
つ
地
質
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、組
合
で
は
先
進
地
視
察
、技
術
研
修
会
、安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
と
業
界
の
技
術
力
ア
ッ
プ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
で
は
市
町
村
に
よ
る
温
泉
掘
削
も
ほ
ぼ
一
巡
し
た
た
め
、

現
在
は
温
泉
井
戸
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
が
重
要
な
業
務
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。温
泉
は
地
下
水
に
様
々
な
成
分
等
が
混

ざ
り
合
っ
た
も
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

優
良
な
温
泉
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
泉
質

に
あ
っ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
、お
客
様
に
こ
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
努
め
て

い
ま
す
。

今
後
の
動
向
は
？

　建
設
業
界
に
限
ら
ず
、目
先
の
利
益
を
求
め
て
競
争
す
る
と

い
う
風
潮
が
目
に
つ
き
ま
す
。自
社
の
利
益
だ
け
を
優
先
す
る

の
で
は
な
く
、仕
事
を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
、そ
れ
が

結
果
と
し
て
会
社
や
業
界
の
安
定
と
発
展
に
繋
が
っ
て
い
く
よ

う
な
取
り
組
み
の
環
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　狭
い
山
梨
を
成
長
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、こ
れ
か
ら
は
一
つ

の
業
界
や
企
業
だ
け
が
「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
」
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、各
社
が
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、少
し
で
も
良
い

も
の
を
生
み
出
し
て
い
く
努
力
の
中
で
、社
会
全
体
で
次
世
代

の
人
材
や
企
業
を
育
成
し
、人
材
も
企
業
も
成
長
し
て
い
く

「
み
ん
な
で
良
く
な
っ
て
い
く
」
と
い
っ
た
考
え
方
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

中
央
会
に
望
む
こ
と
は
？

　中
央
会
は
様
々
な
業
界

団
体
を
会
員
と
し
て
い
る

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、各

業
界
か
ら
収
集
し
た
情
報

の
共
有
の
場
を
作
っ
て
い

た
だ
き
、一
社
だ
け
で
は
で

き
な
い
事
業
展
開
や
業
界

団
体
間
の
連
携
を
更
に
強

化
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。そ
れ
が
で
き
る
の

は
中
央
会
だ
け
だ
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　情
報
連
絡
員
に
は
、景
気
動
向

の
変
化
、現
状
と
そ
の
背
景
な
ど

に
つ
い
て
、業
界
ま
た
は
組
合
員

全
体
の
動
向
・
予
測（
売
上
高
・
原

材
料
等
経
費
・
資
金
繰
り
な
ど
）

に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
活

魚（
生
伊
勢
エ
ビ
や
生
鮑
）の
販

売
増
加
か
ら
売
上
は
前
年
同

月
比
で
伸
び
た
も
の
の
、加
工

製
品
の
売
上
は
横
ば
い
で
採
算

的
に
も
厳
し
い
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
自

社
ブ
ラ
ン
ド
、デ
パ
ー
ト
、大
型

ス
ー
パ
ー
向
け
と
も
低
調
、原

材
料
は
、高
値
安
定
で
採
算
面

は
厳
し
い
。

●
食
料
品（
菓
子
）／
天
候
に
よ
っ

て
売
上
の
増
減
が
大
き
く
、観

光
客
向
け
土
産
品
の
売
上
は

伸
び
悩
ん
で
い
る
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）／
輸
入
ワ
イ

ン
や
国
内
大
手
の
低
価
格
帯
の

ワ
イ
ン
が
牽
引
し
て
い
る
。

●
繊
維
･
同
製
品（
織
物
）／
ユ

ー
ロ
安
の
影
響
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

向
け
の
服
地
の
輸
出
が
殆
ど
止

ま
っ
て
い
る
。ま
た
、イ
タ
リ
ア

の
高
級
ス
カ
ー
フ
、マ
フ
ラ
ー

の
輸
入
が
増
え
、県
内
の
受
注

量
は
減
少
。

●
印
刷
／
景
況
は
悪
い
状
況
で

不
変
、印
刷
の
受
注
部
数
も

徐
々
に
減
少
傾
向
。

●
窯
業
・
土
石（
生
コ
ン
）／
出
荷

量
は
横
ば
い
。既
契
約
物
件
に

よ
り
前
年
対
比
で
は
伸
び
て
い

る
。そ
の
後
は
不
透
明
で
、今
後

の
景
況
は
公
共
工
事
の
発
注

状
況
に
よ
る
。

●
鉄
鋼
・
金
属
⑴
／
半
導
体
電
子

部
品
は
頭
打
ち
の
傾
向
。ま
た
、

電
力
料
金
値
上
げ
の
影
響
は

ま
だ
見
え
て
こ
な
い
。

●
鉄
鋼
・
金
属
⑵
／
今
年
は
４
月

か
ら
月
を
追
う
ご
と
に
業
況
が

悪
化
し
て
き
て
い
る
。

●
一
般
機
器
⑴
／
売
上
の
変
化
は

な
い
が
、円
高
や
電
気
料
金
の

値
上
げ
等
、先
行
き
は
不
透
明
。

●
電
気
機
器
／
大
企
業
の
工
場

が
海
外
へ
移
転
し
て
い
る
。半

導
体
大
手
の
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
の
一
部
工
場
を
売

却
又
は
閉
鎖
す
る
方
針
は
、組

合
員
の
半
導
体
製
造
業
に
大

打
撃
に
な
る
と
予
測
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
①
）／
構
造

的
な
空
洞
化
で
景
気
の
先
行

き
が
見
通
せ
ず
、研
磨
業
界
の

中
で
競
争
も
激
化
し
て
い
る
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
②
）／
業
界

の
景
況
は
不
変
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）╱
厳
し
い

状
況
は
、変
わ
ら
な
い
。

●
小
売（
青
果
）／
全
体
と
し
て

仕
入
は
増
加
傾
向
で
、入
荷
量

も
多
く
荷
動
き
も
活
発

●
小
売（
食
肉
）／
牛
肉
・
豚
肉
の

需
要
は
悪
い
。全
体
的
な
売

上
、客
数
と
も
に
昨
年
を
大
き

く
下
回
っ
た
。

●
小
売（
水
産
物
）／
６
月
は
５

月
よ
り
一
段
と
消
費
購
買
力
が

落
ち
込
ん
で
い
る
。移
動
販
売

を
行
う
組
合
員
も
悲
鳴
を
上

げ
て
い
る
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
６
月
の

県
内
売
上
は
、前
年
同
月
比
64

％
。冷
蔵
庫
は
省
エ
ネ
タ
イ
プ

へ
の
買
い
換
え
需
要
が
好
調
。

●
小
売（
事
務
機
文
具
）／
業
況

は
非
常
に
厳
し
い
。納
品
業
者

は
、こ
こ
２
ヶ
月
動
き
が
無
い
。

●
小
売（
石
油
）／
原
油
価
格
が

11
週
連
続
し
て
値
下
が
り
。県

内
S
S
は
安
値
販
売
の
た
め

収
益
に
結
び
つ
か
ず
経
営
悪
化

が
懸
念
さ
れ
る
。ま
た
、７
月
１

日
か
ら
Ｅ
Ｕ
が
イ
ラ
ン
の
核
開

発
阻
止
に
向
け
、同
国
産
原
油

を
全
面
的
輸
入
禁
止
と
す
る
こ

と
を
受
け
、業
界
の
先
行
き
は

益
々
不
透
明
で
あ
る
。

●
商
店
街
／
消
費
低
迷
が
続
い

て
い
る
。夜
の
飲
食
店
は
値
引

き
合
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

●
宿
泊
業
⑴
／
前
年
対
比
不
変
。

海
外
か
ら
の
旅
行
者
に
つ
い
て

は
、放
射
能
問
題
が
色
濃
く
影

響
し
て
い
る
た
め
、こ
の
改
善

が
な
い
限
り
進
展
は
期
待
で
き

な
い
。

●
宿
泊
業
⑵
／
大
き
な
収
益
が

見
込
め
る
団
体
客
に
関
し
て
は

未
だ
少
な
い
状
況
で
、各
旅
館

と
も
売
上
の
確
保
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
。

●
美
容
業
／
消
費
者
マ
イ
ン
ド
が

低
迷
し
て
お
り
、美
容
院
の
過

当
競
争
か
ら
客
単
価
は
下
が
る

一
方
で
経
費
は
増
加
し
て
い

る
。こ
の
傾
向
は
今
後
も
継
続

す
る
と
予
測

●
建
設
業（
型
枠
）／
頼
み
の
公

共
事
業
も
減
少
し
て
お
り
、職

人
不
足
か
ら
上
昇
し
は
じ
め
た

型
枠
工
事
単
価
も
仕
事
の
減

少
と
と
も
に
再
び
下
が
り
、秋

以
降
不
安
を
抱
え
て
い
る
業
者

が
多
い
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
鉄
骨
需
要

低
迷
の
長
期
化
の
中
で
一
時
受

注
価
格
の
値
戻
し
が
あ
っ
た

が
、物
件
数
の
増
加
が
見
込
め

ず
価
格
は
下
押
し
傾
向
、各
社

と
も
小
物
件
を
確
保
し
な
が
ら

耐
え
忍
ん
で
い
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
新
設

住
宅
着
工
戸
数
は
、前
年
を
下

回
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、上

下
水
道
局
へ
の
給
水
装
置
工

事
申
請
件
数
、水
道
材
料
販
売

も
低
下
し
て
い
る
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
燃
料
の

高
騰
や
電
気
代
の
値
上
げ
、消

費
税
増
税
な
ど
厳
し
い
問
題

が
山
積
し
、今
後
、益
々
厳
し

い
経
営
に
追
い
込
ま
れ
る
と

予
想
さ
れ
る
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
燃
料
価
格

の
高
止
ま
り
に
よ
り
、稼
働
率

が
良
く
て
も
仕
事
内
容
に
よ
っ

て
は
収
益
に
結
び
つ
か
な
い
。

　

 

山
梨
県
地
質
調
査
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　萩
原 

利
樹  

氏
砂防ダムの地盤調査

6月分
平成24年

減少
46% 不変

44%

増加
10%

減少
40% 不変

56%

増加
4%

減少
32%

不変
48%

増加
20% 減少

34%
不変
56%

増加
10%

減少
36%

不変
54%

増加
10%

減少
50%

不変
44%

増加
6%
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A

I

赤
帽
の
心

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

『
労
災
防
止
研
修
会
』開
催
!

山梨県砂利組合連合会

赤帽山梨県軽自動車運送協同組合

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　県
内
の
4
つ
の
協
同
組
合

（
山
梨
県
砂
利
協
同
組
合
、

身
延
砂
利
協
同
組
合
、早
川

砂
利
協
同
組
合
、富
士
川
中

流
砂
利
協
同
組
合
）で
組
織

さ
れ
る『
山
梨
県
砂
利
組
合

連
合
会
』（
会
長

　井
上
聰
一

郎
）は
、去
る
6
月
30
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
よ
り
連
合
会

構
成
組
合
の
砂
利
採
取
業
者

ら
約
70
名
の
参
加
の
下
、同

連
合
会
が
事
務
所
を
構
え
る
甲
府
市
内
の
農
業
共
済
会
館
内
研

修
室
に
お
い
て『
労
働
災
害
防
止
研
修
会
』を
開
催
し
た
。

　井
上
会
長
は
、冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、昨
今
の
厳
し
い
経
済

状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、当
業
界
の
有
意
性
を
述
べ
、ま
た
、日
本

砂
利
協
会
全
国
大
会
で
掲
げ
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る〝
労

働
を
通
し
て
の
社
会
貢
献
〞や〝
労
働
災
害
の
撲
滅
〞を
実
践
す
る

た
め
に
も
、そ
の
前
提
と
な
る
安
全
に
対
す
る
意
識
・
準
備
の
重
要

性
を
訴
え
た
。

　ま
た
、講
師
の
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
功
刀
能
文
氏
は
、

こ
れ
ま
で
に
起
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
労
災
事
故
事
例
の
説
明
と
と
も

に
、特
に
今
回『
つ
ま
ず
き
や
転
び
』と
い
う
些
細
な
こ
と
か
ら
起

こ
る
大
事
故
に
つ
い
て
、ど
う
し
て
そ
の
事
故
が
起
き
た
か
な
ど

の
詳
し
い
説
明
と
そ
の
防
止
策
、さ
ら
に
は
、こ
れ
か
ら
の
季
節
に

特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い『
熱
中
症
』に
対
す
る
対
策
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
、

作
業
前
の
安
全
環
境

の
確
保
の
大
切
さ
を
説

い
た
。

　同
研
修
会
は
、毎
年

7
月
に
実
施
さ
れ
る

『
全
国
安
全
週
間
』に

先
立
っ
て
行
わ
れ
て
お

り
、そ
れ
が
奏
功
し
、山

梨
で
の
砂
利
業
界
に
お

け
る
労
災
事
故
は
ゼ
ロ

更
新
を
続
け
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
、「
こ

の
時
期
に
行
わ
れ
る
研

修
会
は
タ
イ
ム
リ
ー
か

つ
有
益
だ
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
か
れ
た
。

　赤
帽
は
1
9
7
5
年

5
月
に
我
が
国
初
の
軽

貨
物
自
動
車
に
よ
る
軽

運
送
業
と
し
て
東
京
都

練
馬
区
で
誕
生
し
ま
し

た
。3
年
後
の
1
9
7
8

年
8
月
に
は
、全
国
47
都

道
府
県
全
て
に
拠
点
を

置
く
全
国
組
織
の
協
同

組
合
と
し
て
運
輸
省
か

ら
認
可
さ
れ
、今
や
全
国

51
の
協
同
組
合
の
も
と
、

約
1
5
，0
0
0
台
の
赤

帽
車
が
都
会
の
狭
い
路

地
裏
か
ら
山
間
部
の
林
道
ま
で
、持
ち
前
の
小
回
り
の
効
く
機
動

力
を
発
揮
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。赤
帽
の
主
な
業
務
は
、緊

急
輸
送
、単
身
者
様
の
お
引
越
し
、貸
し
き
り
便
、宅
配
業
務
等
で

す
が
、例
え
ば
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
差
し
替
え
作
業
等
、輸
送
＋
α

の
付
加
価
値
作
業
の
つ
い
た
業
務
も
得
意
分
野
と
し
て
お
り
ま
す
。

　赤
帽
山
梨
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合
は
、昭
和
51
年
9
月
に
、

軽
車
両
運
送
業
を
営
む
有
志
で
任
意
組
合
を
結
成
し
ま
し
た
。

　当
時
、甲
府
市
に
事
務
所
を
設
け
わ
ず
か
車
両
5
台
で
経
営
し

て
お
り
ま
し
た
が
、厳
し
い
経
済
環
境
の
影
響
を
受
け
経
営
が
落

ち
込
み
、業
界
発
展
の
た
め
に
新
た
な
事
業
活
動
を
模
索
す
る
中

で
、個
々
の
能
力
で
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
と
考
え
、昭
和
54
年

1
月
に
法
人
格
と
な
る
協
同
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

　以
来
、赤
帽
山
梨
県
は
、組
合
員
の
増
員
や
運
送
シ
ェ
ア
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、小
さ
な
赤
帽
車
が
持
つ
大
き
な
信
頼
│
私
た

ち
赤
帽
は
お
荷
物
を
運
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、荷
物
を
真
心
と
い
う

ひ
と
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
包
み
込
み
、目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
か

ら
手
に
触
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
、お
客
様
に
成
り
代
わ
り
、「
荷
主
さ

ん
の
心
を
運
ぶ
赤
帽
車
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、組
合
員
、職
員
が
一
体

と
な
っ
て
地
元
に
愛
さ
れ
る
赤
帽
車
と
し
て
真
心
を
持
ち
続
け
今

日
に
至
り
ま
し
た
。

　赤
帽
山
梨
県
は
、小
さ

な
車
に
大
き
な
夢
と
希

望
を
載
せ
て
こ
れ
か
ら

も
一
層
、地
域
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
運
送
業
に
一
歩
で
も

近
づ
く
努
力
を
続
け
て

行
き
ま
す
。

　甲
府
建
具
協
同
組
合

（
深
沢
建
実
理
事
長
）で

は
、地
域
社
会
へ
の
奉
仕

活
動
と
し
て
、15
年
程
前

か
ら
4
月
10
日
の
「
良
い

戸
の
日
」
に
合
わ
せ
、市

内
の
公
民
館
や
福
祉
施

設
等
で
、戸
や
障
子
の
建

て
付
け
調
整
や
網
戸
の

張
り
替
え
、戸
車
・
ド
ア

ノ
ブ
・
ド
ア
チ
ェ
ッ
ク
の

交
換
・
修
理
な
ど
、多
岐

に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
組
合
員
の
協
力
の
も
と
取
り
組

ん
で
い
る
。

　組
合
で
は
、毎
回
建
具
の
修
繕
に
関
係
す
る
奉
仕
活
動
を
実
施

し
て
き
た
が
、今
年
は
市
内
の
公
園
と
甲
府
水
道
局
の
運
動
場
に

設
置
さ
れ
た
25
カ
所
の
和
式
ト
イ
レ
に
、身
体
を
支
え
る
た
め
の

手
す
り
を
取
り
付
け
る
作
業
を
行
っ
た
。今
回
の
奉
仕
活
動
の
い

き
さ
つ
は
、組
合
員
が
参
加
し
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
大
会
時
に
、

参
加
者
か
ら
「
ト
イ
レ
が
全
て
和
式
で
身
体
を
支
え
る
手
す
り
が

な
い
た
め
、高
齢
者
や
足
腰
が
弱
い
方
に
は
不
便
で
危
険
」
と

い
っ
た
声
を
聞
い
た
こ
と
か
ら
、組
合
で
公
園
等
を
管
理
す
る
甲

府
市
公
園
緑
地
課
の
担
当
者
に
事
情
を
説
明
し
、奉
仕
活
動
の
一

環
と
し
て
同
様
な
ケ
ー
ス
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、安
全
対
策
の
た

め
手
す
り
を
設
置
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
し
た
。

　こ
う
し
た
地
域
社
会
へ
の
奉

仕
活
動
は
、昭
和
60
年
に
「
良

い
戸
の
日
」
が
制
定
さ
れ
て
以

降
、全
国
各
地
の
建
具
組
合
で

活
発
に
な
り
、介
護
施
設
、児

童
養
護
施
設
、児
童
館
な
ど

様
々
な
場
所
で
、建
具
の
修
繕

や
建
具
の
寄
贈
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。　組

合
で
は
、今
後
も
地
域
社

会
に
根
差
し
た
組
織
と
し
て
奉

仕
活
動
を
推
進
し
、市
民
が
快

適
・
安
全
に
施
設
等
を
利
用
で

き
る
よ
う
、建
具
を
通
じ
た
社

会
貢
献
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

建
具
を
通
じ
た
地
域
貢
献

甲府建具協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

熱心に聴講する参加者

あいさつをする井上会長

荷主さんの心を運ぶ赤帽車

取付前取付後

手すりを取り付ける組合員
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　山梨県遊技業協同組合（大森武
正理事長）が会員となっている全関
東遊技業組合連合会（青松英和会
長）が、去る7月12日、山梨県富士
吉田市にある「ハイランドリゾート 
ホテル&スパ」に於いて、第24回定
時総会及び祝賀会が開催された。
当日は各県より約150名の出席が
あった。当連合会は、山梨、長野、埼
玉、千葉、静岡、新潟、栃木、茨城、神
奈川、群馬の各県遊技業協同組合
を会員として組織されている団体である。本年は山梨県に於いて開催された。
　当連合会では、会員相互の情報交換及び親睦交流、情報提供事業等を行って
いる。本定時総会においては、「平成23年度の事業報告及び収支決算報告」、「平
成24年度の事業計画案及び収支予算案」、「総会宣言案及び総会スローガン案」
について話し合われ、全て原案のとおり可決決定された。
　その中で、総会宣言については、東日本大震災においての募金活動やボラン
ティア活動、また節電対策に真摯に取り組んできた中で、今後も社会的要請やお
客様の声に耳を傾け、組織の総力を挙げてそれらを反映した取り組みを推進し
ていくことが確認された。
　その後、本会内藤会長らが招かれた祝賀会が開催された。県外から来られた
来賓や当連合会関係者の方々は、山梨の味に舌鼓を打った。また、出席者の方々
には山梨の名産である郡内織物にて製造された雨傘が贈られ、出席者の方々に
大変喜ばれていた。さらに、翌13日には親睦交流事業として富士山観光及び親
睦ゴルフ大会が開催された。皆、親睦交流を楽しみながら各県の状況等の情報
交換を行っていた。

　山梨県宝石研磨工業協同組合（水村勝理事長）は、7月5
日・6日の両日、甲府市「山梨県地場産業センター」におい
て、第62回ジェムストーンフェア in KOFUを開催した。
　このフェアは、ジュエリー製品の素材となる宝石の研磨
石製作者による展示会として、ジュエリーメーカーやデザ
イナーを対象に、年2～3回開催されてきている。今回は、組
合員22社、協賛企業7社の29社が出展し、秋冬商戦に向け
た新作など5万点ほどが並んだ。
　ジェムストーンフェアは、同組合の組合員の販売促進を
目的として、昭和55年9月の組合創立とともに、第1回研磨
新作見本市を開催して以来32年間継続して開催されてき
ており、ジュエリー素材（研磨石）提供者の見本市として定
着し、県内外から多くの業界関係者を集めている。
　山梨の宝石研磨技術は、江戸時代の水晶彫刻技術が発祥
とされる。この宝石研磨業界と貴金属加工業界にジュエ
リー製品の流通業界が一体となり、山梨のジュエリー産地
が形成されている。このことから、今回もジュエリー製造の
一翼を担う貴金属加工
業界からも協賛出展が
された。
　なお、同組合はジュエ
リー業界の再編に伴い、
今年12月には協同組合
山梨県ジュエリー協会と
の合併を予定しており、
山梨県宝石研磨工業協
同組合としての開催は
今回が最後となる。合併
後は、新組織が開催の継
続を予定している。

　山
梨
県
美
容
業
生
活
衛

生
同
業
組
合（
深
澤
仁
理
事

長
）は
7
月
16
日
、甲
府
市

の
「
か
い
て
ら
す
」（
山
梨

県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
）に

お
い
て
第
26
回
山
梨
県
美
容

技
術
選
手
権
大
会
を
開
催

し
た
。

　大
会
に
は
、1
0
0
名
を

超
え
る
美
容
師
と
美
容
専
門

学
校
生
が
参
加
し
、ワ
イ
ン

デ
ィ
ン
グ
、ア
ッ
プ
ス
タ
イ

ル
、カ
ッ
ト
&
ブ
ロ
ー
、留
袖

着
付
、中
振
袖
着
付
、洋
装

ブ
ラ
イ
ダ
ル
、ネ
イ
ル
ア
ー

ト
、ス
ト
リ
ー
ト
カ
ッ
ト
競

技
な
ど
、各
自
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
種
目
に
挑
ん
だ
。

　参
加
選
手
は
そ
れ
ぞ
れ
の

エ
ン
ト
リ
ー
競
技
に
出
場
し
、制
限
時
間
内
で
フ
ァ
シ
ョ
ン

性
や
芸
術
性
の
調
和
、独
自
の
創
造
性
・
感
性
な
ど
と
合
わ

せ
、日
頃
か
ら
研
鑽
を
重
ね
て
き
た
技
術
を
競
い
合
っ
た
。

　こ
の
大
会
は
、第
40
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会
の

山
梨
県
予
選
を
兼
ね
て
お
り
、選
抜
さ
れ
た
成
績
優
秀
者

は
、10
月
16
日
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
、全
日
本
美
容
技

術
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、全
国
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
が
主
催

す
る
全
国
大
会
は
、世
界
大
会
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、今
後
、

世
界
を
舞
台
に
し
た
活
躍
に
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、選

手
た
ち
に
と
っ
て
は
、大
き
な
チ
ャ
ン
ス
の
場
と
も
な
っ
て

い
る
。

　美
容
業
界
で
は
、日
々
多
様
化
が
進
む
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
や
、最
新
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、流
行
に
敏
感
な
顧
客
を
満
足

さ
せ
る
高
度
で
新
し
い
技
術
の
提
供
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、創
造
性
と
技
能
を
備
え
た
人
材
の
育
成
が
急
務

に
な
っ
て
お
り
、

美
容
師
個
々
の
技

術
向
上
は
も
と
よ

り
、業
界
と
し
て

次
代
を
担
う
人
材

の
養
成
等
を
強
化

し
て
い
る
。

　組
合
で
は
、こ

の
競
技
大
会
を
通

じ
て
、参
加
選
手

の
中
か
ら
将
来
、

業
界
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
活
躍
し
て

い
く
人
材
が
育
つ

こ
と
に
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。

第
62
回
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア 
in 
K
O
F
U

全関東遊技業組合連合会
「定時総会」が山梨にて開催!
全関東遊技業組合連合会
「定時総会」が山梨にて開催!

●
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同
組
合

●山梨県遊技業協同組合

●山梨県美容業生活衛生同業組合

個々の創造性や技術を競う 第26回山梨県美容技術選手権大会を開催

来場者と商談する会場風景

テープカットをする内藤会長（右から2人目）

制限時間内で技術を競い合った

挨拶する青松会長

祝賀会の様子
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　去る7月26日に、山
梨県食品産業協議会
（長澤利久会長、㈱は
くばく会長）は中央会
「研修室」において平
成24年度通常総会及
び同協議会の主催に
よる「事業継続計画
（BCP）策定セミナー」
を開催した。
  本総会では、平成23
年度の事業報告・収支
決算、平成24年度の
事業計画・収支予算、

会費の額及び徴収方法が原案のとおり可決決定
された。
  本協議会は、「地域農水産物の利用の高度化を図
るとともに、本県食品産業の振興を積極的に推進
し、もって一般消費者の食生活の安定向上と本県
経済の発展に寄与する」ことを目的として昭和63
年に設立、これまで新商品開発に関する事業や技
術向上など食に関する様々な事業を行ってきた。
  今年度も引き続き、加工食品関係フェアへの会
員企業の出展支援・助成、各種情報・資料の提供を

積極的に行っていくことを決定した。
  また、今年度は役員改選期にあたり、新たな役員がそれぞれ決定した。
　続いて、事業継続計画
（BCP）策定セミナーで
は、NKSJリスクマネジメ
ント㈱リスクコンサルティ
ング事業本部原敬徳氏が
「大規模災害の発生時でも
事業を継続するために」と
題し講演を行い、大規模災
害時のBCP策定の体験
や、すでにBCP策定に取
り組んでいる企業の事例
について話された。参加者
は熱心に聞き入っていた。

　去
る
7
月
13

日
、中
央
会
研
修

室
に
お
い
て
山
梨

県
中
小
企
業
組

合
等
事
務
連
絡

協
議
会（
菅
原
五

男
会
長
）の
平
成

24
年
度
の
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ

た
。　総

会
で
は
平
成

23
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
、

平
成
24
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予

算
等
を
審
議
、ま

た
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、菅
原
会
長

ほ
か
8
名
の
理
事

が
再
任
、ま
た
新

た
に
志
村
栄
成
氏

（
山
梨
県
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合
専
務
理
事
）及
び
、井
上
孝
氏（
甲

府
市
管
工
事
協
同
組
合
事
務
長
）が
理
事
に
、中
込
直
氏

（
山
梨
県
火
災
共
済
協
同
組
合
事
務
局
長
）及
び
有
賀
裕

之
氏（
山
梨
県
印
刷
工
業
組
合
事
務
局
長
）が
監
事
に
選

任
さ
れ
た
。

　菅
原
会
長
は
、各
組
合
・
団
体
間
の
連
携
を
促
進
さ
せ

る
事
業
を
全
面
に
打
ち
出
し
、地
域
や
業
種
の
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
組
合
等
事
務
局
同
士
の
情
報
交
換
・
懇
談
・
懇

親
の
場
と
す
る
「
親
睦
交
流
事
業
」
を
は
じ
め
、会
員
間

に
お
い
て
共
通
す
る
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
「
教
育
研

修
事
業
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
活
動
に
直
接
役
立
つ

よ
う
な
事
業
計
画
を
総
会
に
提
出
、全
項
目
と
も
会
員
の

賛
同
を
得
た
。

　ま
た
、事
前
に
会
員
に
行
わ
れ
た
事
業
内
容
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、視
察
研
修
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も
兼

ね
た
交
流
会
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、新
し
い

事
業
も
計
画
し
て
い
く
。

　同
会
は
昭
和
47
年
に
現
在
の
前
身
組
織
で
あ
る
「
山

梨
県
中
小
企
業
団
体
事
務
長
会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
、平

成
18
年
に
組
織
体
制
の
一
部
を
変
更
し
現
在
に
至
る
。今

年
度
は
ち
ょ
う
ど
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、記
念
事
業
の
実
施
も
会
員
か
ら
の

意
見
を
反
映
し
て
行
う
予
定
。

　専
従
の
事
務
局
を
有
す
る
組
合
等
に

は
是
非
活
動
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
会

員
の
募
集
も
広
く
行
っ
て
い
る
。問
い
合

わ
せ
・
ご
質
問
に
関
し
て
は
山
梨
県
中
小

企
業
組
合
等
事
務
連
絡
協
議
会
事
務
局

　山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　組

織
開
発
部

　組
織
課

　仲
澤
・
堀
内
ま
で

　去る7月10日（火）、山梨県中小企業労務改善団体連
合会（大宮山磐会長）は、中央会「研修室」において、平成
24年度通常総会を開催した。
　当連合会は、労務改善事業の推進と会員が行う事業
の健全な発展と、労働者の経済的、社会的地位の向上を
図ることを目的として、昭和51年に設立された。
　現在は、中央会が事務局となり県内企業の労務改善
のため、各種セミナー・講演会、表彰式典の開催やアドバ
イザーによる労働相談業務等を積極的に実施している。

　本総会では、平成
23年度の事業報告
及び24年度事業計
画等が検討され、講
演会・講習会・セミ
ナーの開催や11月に
開催する「活力ある
職場づくり推進運動
山梨県大会」の開催、
連合会財政基盤強化
のための共済業務提

携事業等の実施などについて決議した。
　総会終了後には、高齢者を継続的に雇用していくため
に必要な労務管理をテーマに、雨宮隆浩社会保険労務
士を講師とした講演会を開催した。
　講演で雨宮社会保険労務士は、「少子高齢化が急速に
進展する中、高齢者の雇用形態は日々変化を遂げてい
る。このような中、高齢者の継続雇用を行うためには、社
内規定や採用時の手続きを適正に行う必要があり、これ
を行うことが不要なリスクを回避することとなり、結果
的に会社を守ることに繋がる」との説明を行った。
　また、最近の労働情勢や法律改正等についても説明
が行われると、多くの参加者から質問があり、労働問題
に対する関心の高さが伺われた。

山
梨
県
中
小
企
業
労
務
改
善
団
体
連
合
会

通常総会・セミナー開催通常総会・セミナー開催平成24年度

会

　長

 長
澤

　利
久

 

副
会
長

 武
田

　與
光

 

副
会
長

 志
村

　武
彦

 

理

　事

 向
山

　公
夫

 

理

　事

 佐
久
間
一
壽

 

理

　事

 斎
藤

　
　浩

 

理

　事

 北
原

　兵
庫

 

監

　事

 石
原

　達
司

 

監

　事

 三
森

　
　斉

 

新　　役　　員

山梨県食品産業協議会
平
成
24
年
度
総
会
開
催

平
成
24
年
度
総
会
開
催

山梨県中小企業組合等事務連絡協議会「会員間の交流事業を活発化」
山梨県中小企業組合等事務連絡協議会通常総会
「会員間の交流事業を活発化」
山梨県中小企業組合等事務連絡協議会通常総会

あいさつする大宮山会長
あいさつする長澤会長

講演を行う原敬徳氏

あいさつする菅原会長

雨宮隆浩 社会保険労務士
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人材を必要としている企
業の方

被災地企業で雇用調整を
検討している企業の方へ

被災地企業の従業員の方々
の受入情報を募ってます

出向・移籍を希望される方
を支援します

出向・移籍の専門職

㈶産業雇用安定センター㈶産業雇用安定センター

㈶産業雇用安定センター山梨事務所
〒400-0031 山梨県甲府市丸の内2-14-13ダイタビル4階
Tel 055-235-6236/6276　Fax 055-235-6252
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/

東日本大震災被災地企業従業員の
方々を出向・移籍で応援します
東日本大震災被災地企業従業員の
方々を出向・移籍で応援します

お問合せ先

㈶産業雇用安定センターのプロフィール㈶産業雇用安定センターのプロフィール

経済・産業団体と厚生労働省の協力で設立された公益法人です
全国ネット、47都道府県の事務局でサポート
費用はかかりません

　第64回中小企業団体全国大会が、《組合 絆 ルネサンス 日本は一つ》をテー
マに来たる10月25日（木）、宮崎県宮崎市の「シーガイアコンベンションセン
ター」で開催されます。
　本大会は、毎年一回、全国の組合の代表者と傘下の中小企業が一堂に会し、
その決意を表明するとともに、国等に対して中小企業振興施策の拡充と強化
を訴え、組合組織を基盤にした中小企業の安定的な振興発展を目的に開催さ
れています。
　当会からも、役員を中心に多くの組合関係者の参加を検討しているところ
です。参加者との交流を深めるとともに、中小企業の熱意を伝えるまたとない
機会ですので、万障お繰り合わせの上、是非ご参加ください。

開 催 日 時　平成24年10月25日（木）　14：10～16：40
開 催 場 所　宮崎市　フェニックス・シーガイア・リゾート
　　　　　　　　　　　「シーガイアコンベンションセンター」
　　　　　　　　　　　（宮崎県宮崎市山崎町浜山）
県内募集人員　45名（2泊3日）

旅 行 日 程
　■10月24日（水）
アピオ（7：00）～中央道～羽田空港第2ターミナル（ソラシドエアSNA55）
（昼食弁当）～宮崎空港（13：30）～堀切峠～鵜戸（うど）神宮～青島神社～
青島パームビーチホテル（17：30）

　■10月25日（木）　
ホテル（8：30）～宮崎道～東九州道～西都原古墳群（考古博物館）（11：
00）～酒泉の社（工場見学・昼食）（12：10）～平和台公園～シーガイアコン
ベンションセンター（全国大会参加）～青島パームビーチホテル（17：30）

　■10月26日（金）　
ホテル（8：30）～飫肥（おび）城下町散策～昼食～宮崎空港（15：50）
（ANA610）～羽田空港第2ターミナル～首都高～中央道～アピオ（20：
30）

なお、詳細は8月上旬頃に発送されます参加募集通知をご覧下さい。
問い合わせ先　　山梨県中小企業団体中央会　連携支援部　観光課まで

　山梨県中央会では、組織制度、共同事業、経営、
経理・税務、労働、法律、中小企業施策等について
自主的に講習会を行う小企業者組合等に対して、
特別講習会事業を用意しています。対象となる経
費は、専門家謝金、専門家旅費、会場借料、資料費
などで、総額7万5千円程度（中央会負担5万円上
限）の比較的少額な講習会事業に利用しやすいも
のです。
　募集（事業実施）期間は平成25年1月31日ま
で、予算上限に至り次第終了となります。積極的な
ご要望・ご活用をお待ちしております。

講習会補助
使いやすい
事業です！

小企業者向け

「特別講習会」
実施組合等募集中

●お問い合わせ、事業のお申し込みは、
　担当指導員もしくは山梨県中央会組織開発部
　組織課（堀内・仲澤）055-237-3215
　までお寄せください。

第64回 中小企業団体全国大会への参加募集について第64回 中小企業団体全国大会への参加募集について第64回 中小企業団体全国大会への参加募集について
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編集後記
　いよいよ8月に入りました。
夏本番です。
節電と体調管理に心がけなが
ら、計画的な夏季休暇で心も体
もリフレッシュしましょう。

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

開催日時　平成24年9月8日（土）　午前9時～午後4時
開催場所　協同組合山梨県流通センター
　　　　　流通会館、流通会館前駐車場及び周辺道路
開催内容　★バザールコーナー（組合員等による出店）
　　　　　　靴、スニーカー、パン、和洋菓子、バッグ、文具製品、傘、子供服等多数
　　　　　　アクセサリー通販のサン宝石も出店
　　　　　★飲食コーナー（組合員等による出店）
　　　　　　やきそば、やきとり、かき氷、うどん、フランクフルト等
　　　　　★イベント
　　　　　　中央市保育園マーチング
　　　　　★大ビンゴ大会（豪華賞品多数）
　　　　　★働く車大集合
　　　　　　パトカー、消防車、救急車
　　　　　★フリーマーケット
お問い合わせ　協同組合山梨県流通センター
　　　　　　　中央市山之神流通団地2-6-1　Tel 055-273-4711（内藤）

組　　織　　課
●主　　幹　堀内　　修
●主　　事　仲澤　秀樹
●嘱　　託　原　　光彦
●嘱　　託　佐野千可子

労　　働　　課
●課　　長　山本　良一
●課長補佐　臼田あけみ
●主　　任　窪田　　学
●嘱　　託　桜井　隆男
●嘱　　託　秋山　正博
●嘱　　託　松浦　亨浩
●嘱　　託　米山　敦子
●嘱　　託　堀内登喜夫
●嘱　　託　伊藤　達美
●コーディネーター　岡部　義道

連 携 支 援 課
●（兼）課長　小佐野時雄
●課長補佐　輿水　一篤
●課長補佐　笠井　靖子
●主　　任　齊藤　寛之
●嘱　　託　一瀬　絵里

観　　光　　課
●課　　長　古屋　孝明
●課長補佐　保坂　　淳

郡　内　支　所
●支 所 長　古屋　浩昭

総　　務　　課
●課　　長　三井　成志
●主　　任　組沢　正文
●主　　事　千野　哲宏
●主　　事　鈴木　範行

山梨県中小企業団体中央会
事務局組織・機構図
（平成24年7月1日）

●専務理事　新海　一男

●常務理事　依田　正司

●事務局長　三枝　幹夫

●企画総務部 部長　知見寺好幸 ●組織開発部 （兼）部長　三枝　幹夫 ●連携支援部 部長　小佐野時雄

山梨中銀
地域活力強化ファンド
地域ブランド産業

医療・介護ビジネス

環境配慮

観光ビジネ
ス

事業承
継・Ｍ＆

Ａ

モノづ
くり

農業 ET
C.

地域活力強化ファンド地域活力強化ファンド
幅広い資金ニーズに
ご利用いただけます。

山梨中央銀行は、
地域ブランド産業や成長分野ビジネスに
関する取り組みを応援いたします。
ぜひお気軽にご相談ください。

■山梨中銀 地域活力強化ファンドの概要
お取扱期間

ご利用いただける方

お使いみち

ご融資金額

ご融資期間

ご融資利率

ご返済方法

担保・保証人

保証料

お取扱総額

平成24年４月２日（月）～平成25年３月２９日（金）

中堅・中小企業および個人事業主のみなさま 

事業に必要な運転資金・設備資金（借換資金を含みます）
※当行既往ご融資資金のお借換えにはご利用いただけません。

5億円以内

〈運転資金〉1年超5年以内　　　〈設備資金〉１年超15年以内（法定耐用年数以内となります）
※1年以内の据置期間を含みます。
※お借換え資金については、原則として残存期間の範囲内とします。

当行所定の利率（固定金利または変動金利）を適用いたします。
※ご融資期間10年超の場合は、変動金利となります。

元金均等毎月返済

個別の審査となります。

信用保証協会をご利用の場合は、別途保証料が必要となります。

200億円

平成24年4月2日現在

※　審査の結果、ご希望にそえない場合もございますので、あらかじめご了承ください。
※　取扱期間中でも、総額が２００億円に達した場合は、お取り扱いを中止させていただく場合がございます。

◎くわしくは山梨中央銀行の窓口またはフリーダイヤルへどうぞ。 http://www.yamanashibank.co.jp/
０１２０－２０１８６２（照会コード：９）
受付時間　月曜日～金曜日９：００～１７：００
（ただし、祝日・１２／３１～１／３は除きます。）

明日を、かなえる。
みんなのために、ひとりのために

しんきん
バンク

Face to Face

山梨信用金庫
（055-235-0311）

甲府信用金庫
（055-222-0231）

しんきんキャッシュカードなら、全国のしんきんATMで、
平日・土曜のご利用手数料が無料で、ご利用できます。

（一部対象外のATMがございます。）

新採用職員紹介新採用職員紹介

7月から新たに1名の
職員を採用しましたの
で紹介します。

やまなし農業６次産業化等
チャレンジ推進事業　

嘱託職員　一瀬 絵里

センターでバザールセンターでバザール第13回


